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【開催案内】 

平成29年度「インターンシップに関わる専門人材」研修会（実践レベル）  

 

主催：一般社団法人産学協働人材育成コンソーシアム 

 

 

平素より、一般社団法人産学協働人材育成コンソーシアム（CIAC：Japan Consortium of Industry-

academia Collaboration in Human Resource Development）の事業にご理解ご協力を賜り、誠にありがとう

ございます。 

本法人では、下記の通り、平成29 年度「インターンシップに関わる専門人材研修会（実践レベル）」を開催い

たします。 

文部科学省より「インターンシップの更なる充実に向けて 議論の取りまとめ」が平成 29 年 6 月に公表され、

その推進に向けて届出・表彰制度の実施等、インターンシップが積極的、具体的に進められようとしています。 

 独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）においても、インターンシップ推進方策の一環として、「インター

ンシップ等専門人材ワークショップ」を東京、関西（平成 29 年 11 月）で開催し、多くの大学等関係者のご参

加がありました。 

本研修会は、JASSO ワークショップで扱ったインターンシップに関する基礎知識から学内外での諸問題とい

った幅広い内容をベースに、インターンシップについての理解をさらに深め、自大学のインターンシップを点検、

検証し、教育的効果の高いプログラムへの改善・設計、実施、推進につなげることを狙いに開催します。

JASSO ワークショップを【基礎レベル】と位置付けると本研修会は【実践レベル】であり、両者を受講するこ

とにより、インターンシップに関する知識、スキル等を体系的に習得することができます。 

  

 

本研修の５つの特徴 

◆ 自大学で実施しているインターンシップについて客観的に振り返ることができ、教育的効果の高いプロ

グラムへ改善し、実施、推進につながります。 

◆ グループワークが中心であるため、他大学の参加者からコメント、フィードバックを得ることができ、

自大学のプログラムを相対化することで、新たな知見、視点を獲得できます。 

◆ 経験ある担当者（概ね 1 年以上）が参加するため、他大学での取り組み事例といったリアルな題材を

もとに、インターンシップに関する課題について深く掘り下げて議論をすることができます。 

◆ 参加者同士のネットワークを構築する機会となり、「インターンシップに関わる専門人材」コミュニテ

ィの一員となり、継続的にコミュニケーションを取り、様々な情報を共有できるようになります。 

◆ 大学教育、インターンシップに精通した講師による知見も踏まえてのファシリテートで、新たな情報や

出会いを楽しみながら自大学のプログラムの改善・向上につながる実践的内容です。 

 

 

【開催概要】 
 

1 開催日時 

 

 

地 区 日 程 時 間 

関西会場 2018年2月23日（金）、24日（土） 両会場とも 

1日目：13:00～17:00 

2日目：9:00～16:00 首都圏会場 2018年3月2日（金）、 3日（土） 
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2 会 場 

3 受講対象者 ：原則として以下①～③全てに該当する方 

① 高等専門学校、短期大学、大学等の教育機関に所属している

② ご所属大学等のインターンシップ（企画・立案、運営、授業等）に概ね1年以上携わっている

③ ご所属大学等のインターンシップのプログラム（内容、資料等）を持ち寄れる

※グループワークで各大学のプログラムをベースに議論・検討を進めます。

※プログラム内容（期間、参加学生数、協力企業、組織体制等）の到達度（レベル感）は問いません。

プログラムの改善・向上を目的にしておりますので、ご遠慮なくご参加ください。

4 内 容 

（1）到達目標 

① 大学教育におけるインターンシップ推進の意義や背景について理解し、自らの言葉で説明できる。

② 教育的効果の高いインターンシップおよびその実現のためのポイントについて理解し、自大学で実施し

ているインターンシップに反映することができる。

③ 参加者自身の専門人材（「インターンシップという業務」に携わる人材）としての働き方や、組織の在

り方について、よりよくするための示唆を獲得し、自身の業務に反映することができる。

（2）具体的な研修内容 

海外や国内の先進事例を踏まえ、参加者の課題を持ち寄っての対話、各大学の改善ポイントを明確化すること

によって、次年度からの実践に役立つ内容です。 

1日目 2日目 

【午 後】 

■研修の目的、自己紹介、アイスブレイク

セッション①

 高等教育の現状と今後

（自大学の位置づけとあり方）

 インターンシップ、PBL、地域課題解決等の体験

学習と大学教育の結びつき

（どのように接続させるか、その意義と課題）

セッション②

 大学教育におけるインターンシップの意義

（自大学における実施目的・教育的効果の定義）

 インターンシップの普及状況と担い手の理解

（専門人材の業務と役割）

セッション③

 企業との協働関係構築とプログラムの設計方法

（「教育的効果」と「企業メリット」が両立する

ためのプログラム） 

 ロールプレイ実習

（大学・企業の協働関係を目指して）

【懇親会：参加者同士のネットワーク構築】 

【午 前】 

セッション④

 学修プログラムの設計

 教育的効果を最大化する事前・事後学習

 成長目標と成果目標の設定と共有

 モニタリングとフォロー

セッション⑤

 短時間でのキャリアカウンセリング（個別面談）

 カウンセリング実習

【午 後】 

セッション⑥

 プログラムの評価・振り返り

 評価の観点と手法

 継続的改善の実施

セッション⑦

 マネジメント業務

 専門人材の役割と配置

 学内協働体制の構築と働きかけ

まとめ：学びの総括と行動計画の立案 

地 区 場 所 

関西会場 
京都産業大学むすびわざ館 304教室 

（JR「丹波口駅」徒歩4分  阪急「大宮駅」徒歩7分） 

首都圏会場 

株式会社クオリティ・オブ・ライフ セミナールーム 

（JR「神田駅」北口徒歩3分 東京メトロ丸の内線「淡路町駅」（A1出口）徒歩7分 

都営新宿線「小川町駅」（A1出口）徒歩7分） 
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※研修内容は予定です。変更になることがありますので、ご了解ください。

【お願い】 

 事前に、ご所属大学で実施しているインターンシップについてワークシートへ記入いただき、当日持参い

ただきます。持参いただいたワークシートをベースにグループワークを中心に進めます。

 可能な範囲で、シラバス、パンフレット等、内容について理解が深まる資料をご持参ください。可能であ

ればグループ人数分5部ご準備ください。

 本研修で知り得た他大学の取組事例、情報等を学内外で共有・公開する際には、当該大学の了解を得てく

ださい。

5 講 師 

松高 政（（一社）産学協働人材育成コンソーシアム代表理事/京都産業大学経営学部准教授） 

西條 秀俊（（一社）産学協働人材育成コンソーシアム理事/新潟大学教育・学生支援機構キャリアセンター准教授） 

川島 啓二（京都産業大学共通教育推進機構教授/学長特命補佐） 

6 受講申込 

（１）申込人数 

定員は、首都圏、関西地区ともに30名限定です。 

※定員に達し次第、受付を終了いたしますのでご了承願います。

（２）申込方法

申込受付画面、もしくはメールにてお申込みください。 

・申込受付画面からお申し込みの場合： https://goo.gl/forms/itTCU7JwkqlgleW02

・メールにてお申し込みの場合：以下の項目を記載の上、お送りください。

送付先メールアドレス：info@qol-inc.com
①参加ご希望の会場（首都圏or 関西） ②貴校名 ③所属部門名 ④役職名 ⑤お名前（ふりがな）

⑥住所 ⑦電話番号 ⑧メールアドレス ⑨インターンシップ関連業務の経験年数

⑩領収証に記載する宛名（必要な場合のみ） ⑪懇親会参加の有無

（３）受講料等

 受講料：お一人15,000円（税込）

 旅費等その他の費用については、各大学等または受講者の負担といたします。宿泊先についても、各大学

等または受講者で手配してください。

（４）修了証の発行 本研修会（2日間）を受講された方に修了証を発行します。

（５）懇親会

1 日目終了後に研修と同会場にて 2 時間程度の懇親会を開催いたします。参加者同士のネットワーク構築の機

教育サービス系企業において、大学におけるキャリア教育に関する調査研究、企画開発に携わり、2007年4
月より京都産業大学に在職。産学協働教育科目を中心的に担当し、他大学へも広くプログラムの推進を図っ
ている。現在、文科省「インターンシップの推進等に関する調査研究協力者会議」委員、「インターンシップ
推進方策実行ワーキング」委員、日本学生支援機構「キャリア教育・就職支援事業に係る協力者」。日本キャ
リアデザイン学会理事。

金融機関にて、営業を経験した後、人事採用・研修責任者として人材育成に関わる。2005 年 4 月より新潟

大学に在職。1 級キャリアコンサルティング技能士資格を活かし、キャリア教育等の教育、学生支援を行っ

ている。新潟大学長期・有償型インターンシップ、経済同友会連携・長期インターンシップ等の企画立案及

び実践に関わり、高い教育的効果を生み出す。専門は、キャリア教育、若年者のキャリア意識形成など。 

京都大学大学院教育学研究科学修認定退学。芦屋大学助教授、文部科学省国立教育政策研究所高等教育研究

部長、九州大学基幹教育院教授・次世代型大学教育開発センタ—長を経て、2017 年 9 月から、京都産業大

学・共通教育推進機構教授/学長特命補佐。専門分野は高等教育論、教育行政学。大学教育における FD 推

進・支援の方策を研究し、実践につなげている。 

https://goo.gl/forms/itTCU7JwkqlgleW02
mailto:info@qol-inc.com
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【首都圏会場 株式会社クオリティ・オブ・ライフ】 【関西会場 京都産業大学むすびわざ館】 

会となりますので、是非ご参加ください。懇親会費は受講料に含まれています。 

（６）振込先

三井住友銀行 神田支店 普通預金 口座番号3275238 

口座人名義：一般社団法人産学協働人材育成コンソーシアム 

※振込手数料は、ご負担ください。

お申込み、入金が確認できた時点で、申込時にお知らせいただくメール宛にてご連絡いたします。 

受講票の発行はございません。当日、会場受付にて名刺（1枚）をご提出ください。 

（７）キャンセルポリシー

以下の日時までは、キャンセルを無料（但し、振込手数料を差し引いた金額）でお受けします。 

関西会場 ：2月21日（水）17:00まで 

首都圏会場：2月28日（水）17:00まで 

上記日時を過ぎた場合は、全額をご負担いただきます。 

【問合せ先】 

一般社団法人産学協働人材育成コンソーシアム 事務局 

（株式会社クオリティ・オブ・ライフ内） 

〒101-0046 東京都千代田区神田多町2-2-22 千代田ビル2F 

 Mail : info@qol-inc.com

一般社団法人産学協働人材育成コンソーシアム 

（CIAC：Japan Consortium of Industry-academia Collaboration in Human Resource Development） 

次世代の人材育成に関して産（企業・地域・行政・経済団体等）と学（高校・大学等）の協働を強化する

場を創設し、総論ではなく具体的な実践を通して、産学協働による人材育成・活用の継続的な発展・推進を

目的に 2017 年 5 月に一般社団法人として設立。地域を越えた全国型プラットフォームを構築することに

よって、多様なプログラム・取組を俯瞰し、先進事例・ノウハウ・課題の共有、コンサルティング、ノウハ

ウ移転、情報交流・相互支援が可能となり、個別では困難な課題解決への方策を得ることで、日本全体の質

的向上を目指し活動をしている。 

mailto:info@qol-inc.com

